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2020 年 9 月 28 日 

デクセリアルズ株式会社 

 

インクジェット塗布に対応した光学弾性樹脂“Jettable SVR”を開発 

～ディスプレイ貼り合わせ工程における取り扱いやすさと 

塗布形状の自由度向上により各種ディスプレイへの採用拡大～ 

 

デクセリアルズ株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：新家由久、以下 

当社）は、インクジェット装置による塗布に対応した光学弾性樹脂

“Jettable
ジ ェ ッ タ ブ ル

 S V R
エスブイアール

”（以下、jSVR）を開発しました。本開発品はインクジェット

塗布に対応することによって、取り扱いやすさと塗布形状の自由度が向上します。

現在、スマートフォンやタブレット PCをはじめとするエレクトロニクス製品への

本開発品の提案を開始しています。また、より厳しい耐久性が求められる車載ディ

スプレイ用途への最適化も図り、事業拡大に向けた取り組みを進めていきます。 

 

当社の光学弾性樹脂“ S V R
エスブイアール

”（以下、SVR）はディスプレイパネル表示部とトッププレートの間にある

エアギャップを埋めるアクリル樹脂で、トッププレートの材質に近い光学特性を付与することでエアギ

ャップの界面での光の反射を防ぎ、視認性向上を実現するとともに、衝撃吸収性をもたらす液状接着剤

（OCR/LOCA）です。2007年の上市以来、スマートフォンやタブレット PC、車載ディスプレイなど、多く

のディスプレイに採用されてきました。2013年には UV仮硬化させた後に貼合することで作業性を向上さ

せた“Hybrid
ハイブリッド

 S V R
エスブイアール

”（以下、HSVR）を上市しています。 

今後、スマートフォンや車載ディスプレイへの曲面ディスプレイや異形ディスプレイの搭載が一層増え、

液状接着剤が優位性を持つ貼合が増えることが見込まれる市場の方向性に着目し、当社は取り扱いやす

さの改善と塗布形状の自由度の一層の向上を目指してきました。 

 

このたび当社が開発した jSVRは、インクジェット塗布に対応

することで、従来の光学弾性樹脂が持つ優れた光学特性はその

ままに取り扱いやすさを向上させ、さらに任意の形状に塗布、

貼合ができる製品です。 

従来の光学弾性樹脂はディスペンス装置やスリット装置などを

用いて塗布や硬化をおこなってエアギャップを埋めてきました

が、本開発品は印刷などに用いられるインクジェット技術を応

用し、意図した位置に適切な量の樹脂を高い精度で塗布するこ

とが可能です。このため、塗布形状の自由度が向上し、ノッチ

形状や内側カメラのための穴が開いたディスプレイへの対応、

円形、文字の形での塗布なども可能です。さらには曲面ディス

プレイへの塗布にも対応していきます。 

■jSVRを用いた塗布の例 






